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＜連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・中野渡　鉄男様～朝食時、胃痛訴え摂取出来ず。村上Dr.報告。ランソプラゾールＯＤ錠30mg　1 錠  1×1　昼食後 6日分処方となっている。
・出河　攻様～右臀部、腰痛の訴えあり。アセトアミノフェン（500）2錠　2×1/朝夕食後　
7日分処方となっている。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～多弁性、奇異行為、買い物要求と気分高揚感持続している。他者との交流は少なく声高にはならず、トラブルなく経過している。
・泉川　ケイ子様～ベッドサイドに私物を投げて散乱させ、環境整備に訪室したスタッフにウイダーインゼリ―を投げつける粗暴行為が見られている。各食不食。朝・昼食後薬拒薬し、スキップ。定期の診察時も拒薬言動変わらず、主治医によりレボトミン筋注（25）1/2A右上腕部に実施している。
　　　　　　　　　
＜田名部Dr.患者様診察状況＞
・河村　哲久様～「怒りを抑制する」という目標については、今回は苛々してしまったと、特定女性患者様の妄想言動に対する怒りを振り返りしている。不調な患者様に対して感情的にはならず、気にせず生活できるよう主治医より説明を受けている。臨時薬同内容で7日分処方。
・板橋　利美様～腰痛、膝痛に対しハップスター4袋処方となる。ネット包帯と紙絆創膏5個も合わせて頂きたいと希望あり、兄様に連絡をし、膝サポーターと紙絆創膏購入して頂く事としている。同内容で臨時薬7日分処方。
・民部田　和哉様～退院はいつ頃になるか質問をしている。希望は二戸方面の施設と話している。処方内容変なし。
・吉田　守幸様～ゆっくり食事するよう主治医からも説明あり。日赤での検査も兄が付き添いで進めていくことも説明受けている。兄様に対して拒否的な被害妄想言動無し。処方内容変更なし。
・泉　沙耶様～退院に向けて父と相談し、まずは外出を進めていくこととする。同内容で
臨時薬7日分処方となる。
・泉川　ケイ子様～自室に訪室して診察、拒食に対しては空腹を訴えているが、薬を飲む様に伝えるも「薬は嫌です、いらない」と発言。注射についての説明に対しては主治医に対して強く拒否言動あり。Dr.による注射の実施も拒否的な言動あるも、レボトミン筋注（25）1/2A　右上腕に施行している。
・島守　淳様～便秘時ピコスルファートNa内用液1本、同内容で臨時薬7日分処方となる。
・高橋　伸治様～作業療法での漢字練習について、難しい漢字は書けないと笑顔で訴えている。特変なし。定期薬継続。
・小豆畑　裕介様～減薬しながら服薬調整の目的で、リスパダールOD錠1㎎2錠朝・夕を
中止し、オランザピンOD錠5㎎1錠1×夕に追加処方他は同内容で臨
時薬7日分処方となる。
・久保　興介様～11月4日、5日の外出希望について話している。エレキギターの写真を主治医に見せて持ち込みを希望するが、生活環境として高価格な楽器類は許可できない事を説明受けている。処方変更なし。
